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１ 排水溝の点検、手直し 
・ 溝にたまっている水は、株消失、根腐れによる生育不良等につながるので、排水口

と排水溝の連結状況を点検し、ほ場内の停滞水が確実に排水されるよう手直しをし

てください。 

・ また、管理機等のタイヤ跡が排水を妨げている場合がありますので、これらの部分

も確認してください。 

２ 病害対策 
   融雪後、気温の上昇とともに、病害の発生・株の消失などが懸念されるため、次の

殺菌剤を散布してください。 

① 薬剤名 

薬剤名 使用倍率 10a当たり散布量 使用回数 

カスミンボルドー 

ジャストフィットフロアブル 

１０００倍 

３０００倍 
１００Ｌ 

５回以内 

３回以内 

② 散布時期     融雪後～２月下旬 

③ 散布時の注意点  展着剤を加用する。 

３ 追肥 

  生育促進と抽たい回避のため、下表のとおり追肥を施用してください。 

① 肥料名、施用量 

 

 

★注意事項 

  ・追肥は 14日間隔を目安に行う。 

  ・３回目の追肥は３月末までに行う。 

 

②  施用方法 

・うね上面に施用する。 

・施用後に降雪が予報されている場合でも、追肥は施用する。 

 

 

 肥料名 10a当たり施用量 時期（例） 

１回目 やさい燐加安Ｓ５４０ ２０ｋｇ ２月２０日 

２回目 ＮＫグリーン ３０ｋｇ ３月６日 

３回目 ＮＫグリーン ３０ｋｇ ３月２０日 



 

４ 除草剤散布 
雑草が繁茂すると生育が阻害されるため、下表のとおり除草剤を散布してください。 

 

① 雑草の発生がない場合は、その状態を維持するよう、融雪後に散布する。 

雑草区分 薬剤名 
10ａ当たり 

使用量 

10a 当たり

散布量 

使用

回数 

○雑草の発生がない場合 トレファノサイド乳剤 200～300mL 100Ｌ 
２回 

以内 

 

 

② 雑草の発生が目立つ場合は、日最高気温が 10℃以上になった頃（３月中旬）を目

安に散布する。 

雑草区分 薬剤名 
10ａ当たり 

使用量 

10a 当たり

散布量 

使用

回数 

○イネ科雑草の発生が多い場

合(スズメノカタビラ等) 

セレクト乳剤 

（イネ科雑草３～５葉期） 
75 mL 100Ｌ 

３回 

以内 

○広葉雑草の発生が多い場合

(タネツケバナ等) 

【バサグラン液剤を未使用】 

バサグラン液剤 

（たまねぎの生葉４葉期まで） 

（雑草３～４葉期） 

100 mL 100Ｌ １回 

【バサグラン液剤を使用済】 

グラメックス水和剤 

（雑草生育初期） 

50 ｇ 100Ｌ 
１回 

以内 

 

《参考》 雑草の種類と散布時期 

 イネ科雑草 

（スズメノカタビラ等） 

広葉雑草 

（タネツケバナ等） 

雑草の種類  

 

 

 

 

 

処理時期 

※写真ぐらいまでの

時期に散布しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

農作業事故のないよう、安全には十分留意して作業を実施してください。 

 


